
中米モンセラット島の火山災害について説明する英国地質調査所ペーター・ダンクレー博士

　火山災害の軽減を目指した「火山災

害軽減の方策に関する国際ワークショ

ップ」が９月２４日から２７日にかけ

て、筑波研究学園都市と山梨県富士吉

田市で開かれました。防災科学技術研

究所と山梨県環境科学研究所（山梨県

富士吉田市）の共催で、海外から９名

の講演者を招き開催しましたワークシ

ョップは２４日はつくば市、２６日は

富士吉田市で行われ、両日とも火山研

究者、地方自治体防災担当者など１０

０名以上が参加しました。

　ワークショップは、２０００年三宅

島噴火、１９９５年から続く中米モン

セラット島の噴火、１９９１年に大噴

火したフィリピン・ピナツボ火山を事

例に、火山防災と被害軽減のための取

り組みなどがテーマ。実際に起きた噴

火をもとに、災害状況や対応の問題点

についての発表が行われ、科学者と危

機管理担当者間の意思伝達についての

討議、富士山の火山災害軽減のための

動きについての議論も活発でした。今

後の火山災害軽減のための研究の方向

を探るために非常に役立つと期待され

ます。

　また、２５日には富士山周辺の巡検、

２７日には富士吉田市で富士山の火山

災害軽減についての一般を対象にした

講演会も併せて開催しました。



　トルコ、コロンビア、ザンビアの３

ヵ国から防災科研に来ていたＪＩＣＡ

（国際協力事業団）の研修生５人が、

１１月２７日に開かれた「研修報告発

表会」を最後に帰国の途につきました。

研修生の内訳はトルコが２人、コロン

ビアが２人、ザンビアが１人。９月中

旬に来所、「都市域や自然河川におけ

る洪水流出の理解と予測」、「パソコ

ンを用いた気象解析や数値実験の基礎

」などの研究テーマに基づき約２ヶ月

半の研修を終えました。

　研修報告発表会には、受け入れ担当

の研究員のほか防災科研などからたく

さんの研究員も参加し、発表後のディ

スカッションでは、積極的な意見交換

が行われました。研修生は、研修で得

た情報・知識を自国での研究に役立て

たいと意気込んで帰国しました。

　地球フロンティア研究センターが、

フィリピン・マニラ首都圏のマリキナ

市で、一般市民が使用している普通の

住宅の実大破壊実験に取り組んでいま

す。実験は１０月から破壊実験に使う

住宅建設などの準備をしており、１１

月に行った最初の実験から２００４年

１月にかけて３段階に分けて行う予定

です。

　この実験の目的は、フィリピンで普

及している「枠組み組積造」構法で建

てられた住宅を引っ張って壊し、破壊

に至る過程を詳しく調べ、地震に強い

住宅づくりに必要なデータを取得する

ことです。このプロジェクトで開発さ

れた設計・施工方法は、マリキナ市を

始めとするフィリピンの関係機関並び

にインターネットを通して世界に向か

って発信されます。写真は、１１月２

５日に行われた、第１回目の実験の様

子です。
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この冊子は再生紙を使用しています｡

　昨年、東北地方は１０年ぶりの冷夏

となりました。とくに太平洋側では、

低温と日照不足でお米のできも良くあ

りませんでした。しかし、この冷夏の

原因となった冷たい北東の風は、東北

地方の真ん中に連なる奥羽山脈にさえ

ぎられます。そのため、日本海側のお

米のできはあまり悪くならずにすみま

した。

　新庄支所のある山形県では、お米の

ほかに果物の栽培も盛んで、初夏のサ

クランボ、夏のスイカやメロン、秋の

ブドウやリンゴなど、季節の味を楽し

むことができます。地元の生産者に聞

いたところ、「スイカのでぎ（でき）

はまずまずだったども（まずまずだっ

たけれども）、夏らしぐね（らしくな

い）天気であまり売れねがった（売れ

なかった）」とのこと、また「涼しい

気候が好ぎな（好きな）リンゴにはあ

まり冷夏の影響はねがった（なかった

）」とのことです。

　私たちの生活への影響はどうだった

でしょうか？夏用衣料や冷房機器はあ

まり売れなかったそうです。

　私たちが生きていく上で衣食住はた

いへん大事です。それぞれの土地と天

候にあった衣食住が工夫されています

が、昨年の冷夏のように予想以上の天

候の変化があると、人間の生活や動植

物にいろいろな影響が現れることがわ

かりました。新庄支所では、雪による

災害を防ぐための研究を行っています

が、災害が発生するかどうかを予測す

る場合も、自然の変化や人間がどう行

動するかを考えなければなりません。

そんなことをあらためて感じさせてく

れる昨年の冷夏でした。

　さて、夏と冬の気候にはあまり関連

がなさそうですが、この冬はどうなる

のでしょうか。これが雪国に暮らす人

々の目下の関心事です。
冷夏にもかかわらず豊かに実ったリンゴと初雪をいただいた鳥海山
（新庄市郊外の果樹園にて）


